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衆
議
院
議
員
早
稲
田
夕
季
君
提
出
帰
国
技
能
実
習
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

厚
生
労
働
省
が
公
益
財
団
法
人
国
際
研
修
協
力
機
構
（
以
下
「
機
構
」
と
い
う
。
）
に
委
託
し
て
実
施
し
た
平
成
二
十
九

年
度
の
「
帰
国
技
能
実
習
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」
（
以
下
「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
帰

国
後
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
「
雇
用
さ
れ
て
働
い
て
い
る
」
、
「
雇
用
さ
れ
て
働
く
こ
と
が
決
ま
っ
て

い
る
」
又
は
「
起
業
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
者
二
千
七
百
八
十
五
人
に
つ
い
て
の
み
、
さ
ら
に
、
従
事
す
る
仕
事
の
内
容

に
つ
い
て
「
実
習
で
行
っ
た
仕
事
と
同
じ
仕
事
」
、
「
実
習
と
同
じ
仕
事
で
は
な
い
が
同
種
の
仕
事
」
又
は
「
実
習
で
行
っ

た
仕
事
と
異
な
る
仕
事
」
の
別
を
質
問
し
て
い
る
と
こ
ろ
、
こ
の
う
ち
「
実
習
で
行
っ
た
仕
事
と
同
じ
仕
事
」
又
は
「
実
習

と
同
じ
仕
事
で
は
な
い
が
同
種
の
仕
事
」
と
回
答
し
た
者
の
数
は
千
九
百
四
十
二
人
で
あ
り
、
右
の
二
千
七
百
八
十
五
人
に

占
め
る
割
合
は
、
約
六
十
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
が
、
右
の
就
職
状
況
に
つ
い
て
の
質
問
に
対
し
て
、
「
仕
事
を
探
し

て
い
る
」
、
「
進
学
し
て
い
る
」
等
と
回
答
し
た
者
も
含
め
た
全
回
答
者
五
千
三
百
五
十
九
人
に
占
め
る
割
合
は
、
約
三
十

六
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

一



平
成
二
十
九
年
度
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
お
い
て
は
、技
能
実
習
生
の
職
種
別
の
集
計
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
、
平
成
二
十
九
年
度
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
で
得
ら
れ
た
回
答
を
も
と
に
職
種
別
の
集
計

作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
精
査
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
に
お
い
て
お
示
し
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。

三
に
つ
い
て

技
能
実
習
の
内
容
が
御
指
摘
の
「
技
能
実
習
二
号
移
行
対
象
職
種
に
含
ま
れ
て
い
る
職
種
及
び
作
業
以
外
」
で
あ
る
場
合

に
は
、
外
国
人
の
技
能
実
習
の
適
正
な
実
施
及
び
技
能
実
習
生
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
八
十
九
号
。

以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
技
能
実
習
計
画
又
は
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
等
の
省
令
（
平
成
二
十
九
年
法
務
省
令
第
十
九
号
）
に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
施

行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
法
務
省
令
第
五
十
四
号
）
別
表
第
三
の
技
能
実
習
の
項
の
下
欄
の
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
技
能
実

習
計
画
書
の
い
ず
れ
に
お
い
て
も
、
そ
の
技
能
実
習
の
内
容
を
具
体
的
に
記
載
す
れ
ば
足
り
、
職
種
名
及
び
作
業
名
を
記
載

す
る
こ
と
を
求
め
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
お
尋
ね
の
「
職
種
及
び
作
業
で
の
受
け
入
れ
実
績
」
を
「
法
施
行
以
前
と
以
後
に

分
け
て
」
お
示
し
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

二



四
に
つ
い
て

御
指
摘
の
「
帰
国
技
能
実
習
生
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
」
の
具
体
的
な
範
囲
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
厚
生
労

働
省
が
機
構
に
委
託
し
て
実
施
し
た
平
成
二
十
九
年
度
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
に
お
い
て
、
技
能
実
習
二
号
（
法
附
則
第

十
二
条
に
よ
る
改
正
前
の
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認
定
法
（
昭
和
二
十
六
年
政
令
第
三
百
十
九
号
）
別
表
第
一
の
二
の
表
の

技
能
実
習
の
項
の
下
欄
の
第
二
号
に
掲
げ
る
活
動
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
修
了
者
の
み
を
調
査
対
象
と
し
た
の
は
、
フ

ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
調
査
は
、
技
能
実
習
を
修
了
し
て
帰
国
し
た
技
能
実
習
生
に
つ
い
て
、
そ
の
帰
国
後
の
実
態
等
を
明
ら
か
に

し
、
技
能
実
習
制
度
の
適
正
・
円
滑
な
運
用
を
図
る
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
一
定
期
間
以
上
、

技
能
実
習
を
実
施
し
た
技
能
実
習
二
号
の
修
了
者
を
調
査
対
象
と
す
る
こ
と
が
よ
り
適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
た
め
で
あ

り
、
御
指
摘
の
「
技
能
実
習
一
号
の
み
で
は
技
術
・
技
能
・
知
識
の
活
用
や
移
転
が
で
き
な
い
か
ら
と
い
う
理
由
」
で
は
な

い
。

三


